
イボラスギ遺伝資源希少個体群保護林

管轄森林管理局・署 中部森林管理局・岐⾩森林管理署

所在地 岐阜県郡上市

面積 9.34ha

設定年 平成元年4月1日（平成29年4月1日 変更）

保護林の概要
（設定目的）

井洞国有林に群⽣する伏条性の強いイボラスギ等で構成され
る天然林は貴重である。このイボラスギ個体群の保護・管理を
図る。

実施年度 令和元年度

調査項目 樹⽊・林床植⽣の⽣育状況調査

調査手法
スギ群落に設定された調査プロットにおいて、樹⽊の胸⾼直径、
樹高の計測及び植生の種組成の概要を把握。

結果概要

保護対象種であるスギ⼤径⽊の群落が維持されていることが
確認され、スギの稚樹や実⽣の数も多いことから保護林の健全
性は維持されていると判断された。現状では植生への影響は
顕在化していないものの、ニホンジカと推定される糞が確認され
たことから、今後の動向には注意を払う必要がある。

モニタリング調査の概要

※モニタリング調査の詳細情報については、森林管理局にお問い合わせください。


